
これからの学校のあり方【検討資料】

■社会のあり方が劇的に変わる「Society5.0時代」の到来
■新型コロナウイルス感染症の感染拡大など先行き不透明な「予測困難な時代」

すべての子どもたちが多様性を認め、ゆめや目標、挑戦心や粘り強さをもって、感性を豊かに働かせながら、未来を切り拓く

ことができる力を、ICTを積極的に活用しながら、誰一人取り残すことなく育む。

１．急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力とは

２．堺がめざす学校のあり方

目的 すべての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現

子どもの未来をつくる学校～自主性・自律性に富んだ自立した学校～

✅ 小中一貫した教育を行う学校が必要

✅ 学校の裁量権限の拡大及び校長のリーダーシップやマネジメント拡大が必要
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